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平和条例は市民の財産です。政府が憲法を
変えようとする今、条例を活かした平和施策
で憲法の３原則＜平和主義・基本的人権・国
民主権＞を守るために何をすべきかが問われ
ます。
憲法のミニ冊子を各家庭に配布する事業や

全小中学校での戦争体験講話を実施するよ
う、日本共産党市議団が提案しました。

憲法第９９条には公務員の憲法
擁護義務が定められています。佐
倉市では新入職員が辞令の交付を
受けるとき、憲法を遵守し全体の
奉仕者として職務を遂行すること
を宣誓しています。

佐倉市議会議員団はぎわら陽子 木崎としゆき

今輝かそう佐倉市平和条例

公務員は憲法を尊重し擁護する義務を負う

非人道性を世界が認識
核兵器禁止条約が国連で採択

中学生代表を広島・長崎の
被爆地に派遣する平和使節団
事業は、高く評価されていま
す。各校２名で始まったもの
の予算削減で長い間１名にさ
れていましたが、来年度から
各校２名に戻されます。

故山本昌司さん（被爆者）
が託した１億円を超すご寄付
を活かす選択です。

中学生の平和使節団

市民の力で
憲法守ろう!

佐倉市平和行政の基本に関する条例

第３条 佐倉市は、平和行政を推進するために次の事

業を実施する。

(１) 日本国憲法に規定する平和の意義の普及

(２) 平和に関する情報・資料の収集、保存及び提供

(３) 国内及び外国の諸都市との平和に関する交流

(４) 講演会、演奏会、展示等平和に関する事業

(５) その他この条例の趣旨に基づき市長が必要と認

める事業

天皇も裁判官も市長も市職
員も市議会議員も、もちろん
安倍首相にも憲法擁護義務が
あります。

国民が望んでいない改憲の
発議は許されません。

各校１名から２名へ
増員への提案実る

被爆者の願い＝核兵器廃絶への第１歩となる禁止条約の
採択に日本政府が反対し、世界の国々や被爆者を落胆させ
ました。核保有国と非保有国の橋渡しをするためにも、ま
ず日本が条約に署名・批准して世界の国々の賛同を拡げる
リーダーとなるべき立場です。それが北朝鮮の核実験をや
めさせる説得力にもなるはずです。

市民から提出された請願『唯一被爆国の日本政府が核兵
器禁止条約の批准・締結をすすめ、核兵器のない世界の実
現に力を尽くすことを要望する意見書』は採択されるべき
で、日本共産党は賛成しましたが、さくら会・公明党・会
派のぞみが反対して不採択となりました。
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一つの‘まちづくり協議会’に年間９０万円
の予算がつけられていますが、この監査のあ
りようがアバウトなため問題を指摘される部
分がありました。

‘まち協’の多くはボランティアに支えてい
ただいている状況です。市の責任ある対応と
指導こそが重要であり、問題の追及には大き
な配慮が求められます。

３年前に消費税が８％になり低所得者対策
が必要になりました。消費税は低所得者ほど
打撃が大きいことを政府も認めざるを得ず、
直後から臨時福祉給付金を支給しています。
佐倉市が国から受け取る地方消費税交付金

は前年比約２億６５００万円減少し、臨時福
祉給付金でも効果がないことは明らかです。
政府は消費不況改善のため年金生活者等臨

時給付金、さらに経済対策分と名付けた臨時
福祉給付金を追加支給し、選挙目当てのバラ
マキと批判されました。これまでの支給総額
は１５億円にのぼります。
そんな中で消費税を１０％に上げたらどん

なことになるか、中小零細企業や家族経営の
倒産、国民の購買力の低下を招くことは目に
見えます。

まちづくり協議会に

イエローカード？
住民の願い叶える‘まち協'へ

消費税増税で

家計は冷え込み

増税をやめ消費不況改善へ

再生土の搬入は禁止へ

神門地区では、昨年春ごろから再生土の埋
め立てによる悪臭がひどく、生活に支障があ
るとの苦情が住民から寄せられていました。
再生土のほとんどは産廃汚泥を脱水処理し

たものを言い、元の泥水の種類と改良(再生)
方法によって成分は不安定で、ケミカル(化
学)な成分も混入していることが多く絶対安
全とは言えないのが実情です。
市の残土条例では、再生土にかかる規制を

していないことを指摘したところ、今後条例
改正が必要との答弁でした。
近隣市町では、成田・印西・八街・四街道

市が再生土の搬入をすでに禁止しています。
佐倉市でも搬入禁止を急ぐべきです。

急がれる条例改正
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再生土が搬入された現地（神門）

平成２８年度

決 算


